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・平成 8年 10月 美作町（現美作市）   
高齢者・障がい者のファッションショーを行う。 




・平成 15年 12月 障がい者支援施設「みすず荘」 
クリスマス会においてファッションショーを行う。 
・平成 20年 6月 倉敷芸文館 



























前中心で 2ｃｍ下げ、幅 0.6cm、長さ 60cmゴムを 1本
入れる。 
その写真を図１に示す。 






















   図３ 夏用ハーフパンツの改良 
 
 
５、 まとめ 
 障がいがあっても、着やすく、市販されているものと
同じような衣服が着てみたいという人たちに対してれま
でに少しではあるがその希望を叶えてきた。 
今回、毎年病気の症状が重くなり、昨年までできてい
たことが不可能となっている男子高専生を対象として、
着やすい衣服の研究を行ってきた結果、次のような知見
が得られた。 
（１） ファッションにあまり興味のない男子高校生で
はあるが、ファスナーやウエストゴムの改良に
より、着脱のしやすさを感じてくれたようであ
る。 
（２） 一日のほとんどを車いすの上で過ごす人たちに
とって、着用している本人は勿論、介助してい
る人にも、特殊な衣服ではなくて、着脱しやす
い衣服が必要である。 
（３） 障がいのある人たちのほとんどはその障がいや
症状が違っているため、市販されている衣服を
そのまま着用することはやむを得ないが、少し
手を加えるだけで、着脱がしやすくなる。 
 A君は現在 3年生である。今後、よりはきやすく、楽
しく着用してもらえるジーンズの研究を目指していた矢
先、体調不良で学校を休むようになった。体調が良くな
ることを祈りつつ、回復すれば少しでもファッションに
目覚めてもらえるように、着やすくかっこ良い衣服を研
究していきたいと考えている。 
また、所属しているサッカーチーム（岡山ヴィゴーレ）
の人たちにも、希望する衣服が提供できたら良いと思っ
ている。 
 
